
３２２ 

令和 4 年度 保健体育科 ３年 年間指導計画・評価計画 

 

＜１＞ 教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体と 

して捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成す

ることを目指す。 

 

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

体力の必要性について理解するとともに、運動についての自己や仲間の課題を発見し、合理的に解決に向けて思

考し判断する。また、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。 

 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 

知識及び技能 運動を楽しむことのできる基礎的な技能 

運動を合理的に実践することができる知識・運動の特性理解 

思考力・判断力・表現力等 自分の現状把握・的確な学習方法の工夫・自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝える力 

主体的に学習に取り組む態度 自己の責任を果たそうとする、一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとする、健康・安全を確保する 

 

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

観点別 

評価基準 

Ａ 十分に満足できる状況である。   （８０％以上） 

Ｂ おおむね満足できる状況である。  （５０％以上） 

Ｃ 努力を要する状況である。     （５０％未満） 

 

評 定 

 ５ 「十分満足できるもののうち、特に程度の高いもの」状況と判断されるもの  （９０％以上） 

 ４ 「十分満足できる」状況と判断されるもの                 （８０％以上） 

 ３ 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの               （５０％以上） 

 ２ 「努力を要する」状況と判断されるもの                   （５０％未満） 

 1 「一層努力を要する」状況と判断されるもの                 （２０％未満） 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

 ① 生徒の言語活動を充実させる指導。       ← 思考力・判断力・表現力の育成。 

 ② 体験的な学習＜体＞や問題解決的な学習。     ← 自主的・自発的な学習の促進。 

 ③ 学習の見通しを立てたりする学習。 学習を振り返ったりする学習。 

 ④ 個に応じた指導の充実。→ 個別指導 グループ別指導 少人数指導 

                ティームティーチング 習熟の程度に応じた指導 

                繰り返し指導 生徒の興味・関心に応じた課題学習 

                コンピュータを活用した学習  補充的な学習 

  発展的な学習 

 ⑤ユニバーサルデザインの観点から、運動が苦手な生徒にも運動の楽しさを味わわせるように工夫する。 



３２３ 

保健体育科 ３学年 体育実技分野 年間指導計画・評価計画 

 
単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

知・技 思 主 評価の方法 

４ 

 

体つくり運動 

 

（5時間） 

・ラジオ体操や体ほぐし運動の意味を

考えながら行う 

・体力を高める運動を目標をもって行

う 

・体力を高めるために、仲間と助言し

あいながら行う 

・スポーツテスト８種目の実施 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

体を動かす楽しさ、心地よさを味わおうとしている 

前年度の記録を意識し、積極的に取り組んでいる 

自分や仲間の体力や運動能力の状況に合わせて運動

の工夫をすることができる 

体力を合理的に高める運動が補助し合ながらできる 

計測結果を日常の運動や生活に生かし、積極的に活

用している 

自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向け、考

えたことを他者に伝える 

一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとす

る 

５

６ 

陸上運動 

短距離走 

リレー 

（7時間） 

・スタート、中間疾走、フィニッシュ

のフォームや動きを合理的に行う 

・よりよいフォームを身につけるため

のいろいろな練習方法を理解する 

・チームごとに作戦を立て、助言し合

いながら工夫する 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

スタート･中間疾走･フィニッシュの理想的なフォー

ムと動きを向上させようとしている 

課題解決するための効果的な練習方法を選んでいる 

互いの特性を生かして作戦を立て、目標タイムを達

成しようとしている 

自己の考えを他者に伝える 

一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする 

７ 

８ 

9 

陸上運動 

走り幅跳び 

走り高跳び 

ハードル走 

（7時間） 

・自身で目標値を設定し意欲的に行な

う 

・目標値をクリアできるように互いに

助言し合いながら行う 

・助走、踏み切り、空中動作、着地で

のポイントをつかむ。 

・資料を使い、練習を工夫する 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

● 

目標値に積極的に挑戦することを楽しむ 

互いに助言し合い、安全に留意して練習することが

できる 

自分の課題解決のために効果的な練習の仕方を工夫

している 

練習方法を工夫するため資料を活用している 

自己の考えを他者に伝える 

一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする 

11 

 

陸上運動 

長距離走 

（6時間） 

 

・自分に適したペースを自らつくる工

夫をする 

・いろいろなウォーミングアップを工夫

しながら行う 

・目標を上げながら、安定したペース一

定の距離や時間を走り通す 

・ウォーミングアップの意味を理解し、

きちんと身につける 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

励まし合いながら向上を目指している 

 

様々なウォーミングアップを行い、体の変化に気づく 

 

自分にあったペースや呼吸法を見つけ、最後まで走り

通す 

自己の考えを他者に伝える 

ウォーミングアップの意義を知り、運動場面で生かす 

一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする 

７ 

８

水泳 

クロール 

・事故防止のための手段を確認する 

・速く泳ぐためのいろいろな練習方法

 

 

 

● 

● 

 

水泳の楽しさや喜びを味わおうとしている 

速く泳ぐために自分の能力に適した課題をもち、適
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９ 平泳ぎ 

背泳ぎ 

バタフライ 

（8時間） 

を試す 

・クロール、平泳ぎ、背泳ぎの正しい

フォームを身につける 

 

● 

 

 

 

 

した練習をしている動きのポイントを身につけ技能

を高め、速く泳ぐことができる 

泳法の特性に応じた技能で泳ぐことができる    

自己の考えを他者に伝える 

水泳の事故防止に関する心得を遵守しようとするな

ど健康・安全を確保する 

 

 
単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

知・技 思 主 評価の方法 

9・ 

１０ 

器械運動 

マット運動 

（８時間） 

・安全に気をつけて、補助をし合いなが 

ら練習を行う 

・新しい技のポイントを理解する 

・自身の課題に適した練習を工夫して行

う 

・仲間と協力をして正しい補助のしかた

とマナーを身につける 

・客観的把握がしやすいように工夫する 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

自分の能力に応じた演技を工夫し、協力して練習し

ようとしている 

新しい技に挑戦し、課題をもって取り組んでいる 

課題にあった練習方法や場の工夫をすることができ

る 

安全な運動の補助方法を身につけている 

技のしくみや練習方法、技のできばえを確かめること

ができる 

自己の考えを他者に伝える 

互いに助け合い、教え合おうとする 

2・3 

 

1・2 

球技 

バレーボール 

（女子8時間） 

 

バドミントン 

(男子８時間) 

 

・チームで作戦を立て、助言し合いなが

ら工夫する 

・いろいろな練習方法を身につける 

・協力し合って効率的な練習にする 

・基本的なルールを理解し、安全面にも

気をつけて行う。 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

● 

 

 

 

ネット型種目の特性を理解し、戦術を工夫してゲー

ムを楽しむ 

集団的･個人的技能向上のための課題解決方法を工

夫している 

話し合いによってよりよい方法を見つけている 

ネット型種目の基本的なルールと安全に対する知識 

自己の考えを他者に伝える 

作戦などについての話し合いに貢献しようとする 

6・ 

１ 

 

 

1～

3 

球技 

バスケットボール 

（男子8時間） 

（女子８時間） 

 

サッカー 

（男子8時間） 

（女子8時間） 

・チームで作戦を立て、ゲームを行う 

・チームや個人の課題にあった練習方法

を試みる 

・互いに助言し合いながら練習を工夫す

る 

・基本的なルールを理解し安全に注意し

ながら行う 

・基本的な技能を身につけ、ゲームに生

かす 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

● 

 

ゴール型種目の特性を理解し、戦術を工夫してゲー

ムを楽しむ 

集団的･個人的技能向上のための課題解決方法を工

夫している 

話し合いによってよりよい練習方法をや戦術を見つ

けている 

相手チームの特徴に応じた作戦を立て、攻防を展開

する 

ゴール型種目の基本的なルールと安全に対する知識を

もっている 

自己の考えを他者に伝える 

作戦などについての話し合いに貢献しようとする 
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6・1 

 

球技 

ソフトボール 

（８時間） 

・チームで作戦を立て、ゲームを行う 

・チームや個人の課題にあった練習方法

を試みる                       

・互いに助言し合いながら練習を工夫す

る                            

・基本的なルールを理解し安全に注意し

ながら行う            

・基本的な技能を身につけ、ゲームに生

かす     

                              

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

野球型種目の特性を理解し、戦術を工夫してゲーム

を楽しむ 

集団的･個人的技能向上のための課題解決方法を工

夫している 

話し合いによってよりよい練習方法をや戦術を見つ

けている 

相手チームの特徴に応じた作戦を立て、攻防を展開

する 

野球型種目の基本的なルールと安全に対する知識をも

っている 

自己の考えを他者に伝える 

作戦などについての話し合いに貢献しようとする 

 

 単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

知・技 技 知 評価の方法 

12

・1 

ダンス 

現代的なリズ

ムのダンス 

（男子7時間） 

・曲に合わせて楽しく踊る 

・動きの要素や空間構成を考え、工夫す

る 

・協力して作品を発表する 

・互いの作品を見て学び合う 

● 

 

 

 

 

● 

● 

 

 

 

 

● 

● 

動きやイメージの課題に進んで取り組み、楽しさ

を味わおうとしている 

互いに協力して作品を完成できる 

体を思いきり動かし踊ることができる 

学習の進め方や良い動きを理解している 

一人一人の違いに応じた表現や交流、発表の仕方な

どを大切にしようとしている 

12 

・1 

 

武道 

柔道 

（7時間） 

・柔道の特性を知り､礼儀を身につけ､

正確な受け身や技ができるように

する 

・基本的な技を中心に練習を行う 

・特別ルールで簡易試合を行う 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

武道の楽しさや喜びを味わおうとする 

礼儀作法や相手を尊重し、自分を律する態度を身

につける 

基本動作を高め対人技能との関連を図り､自分に

適した課題をもっている 

課題解決に適した練習方法を理解している 

相手を尊重し伝統的な行動の仕方を守ろうとするこ

と 

 

 

 

 

 

 

保健体育科 ３学年 体育理論・保健分野 年間指導計画・評価計画 

 単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

知 思 主 評価の方法 

体 文化としてのス ・スポーツの文化的意義 ●   文化としてのスポーツの意義について理解する 
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育

理

論 

ポーツ 

（４時間） 

・国際的なスポーツ大会とその役割 

・人々を結びつけるスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

文化としてのスポーツの意義について自己の課題を

発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝える 

文化としてのスポーツの意義についての学習に自主

的に取り組む 

 

 

保 

健 

健康な生活と病

気の予防③ 

（5時間） 

 

健康と環境 

（８時間） 

・感染症とその予防 

・性感染症とその予防/エイズ 

・健康を守る社会の取り組み 

・医療機関の利用と医薬品の使用 

・環境の変化と適応能力 

・活動に適した環境 

・室内の空気の条件 

・水の役割と飲料水の確保 

・生活排水の処理 

・ごみの処理 

・環境の汚染と保全 

● 

 

 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

● 

学習したことをもとに､日常生活にあてはめて課題

を発見し､適切な行動を選択することができる 

健康や病気の予防についての知識を持ち､将来につ

ながる良い生活習慣を築くために重要なことを理

解している 

健康と環境について、課題の解決に向けた学習活動

に自主的に取り組もうとしている 

学習したことについて、課題を発見しその解決に向け

て思考し判断するとともに、それらを表現する 

 


